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食
卓
を
色
ど
る

初
夏
の
味

百平方メートル栽培されてい

ます。10月上旬より11月上旬

にかけて播種され、ビニール

ハウスで生育し 3月上旬から

出荷され7月上旬まで収穫さ

れます。出荷先は地元市場が

主で、他に佐世保、長崎に約

15%出荷されています。

ベル一、エクアドル圏の原

生で、同地方で栽培化され、

有史前にインデアンの移動に

伴なってアンデスの高原から

トウ毛口コシと同じ経路で中

央アメリカやメキシコに伝播

したものと考えられます。

日本には約 170年前に導入

され、市内では約4万9干5
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中
学
校
宿
日
直
廃
止

五
月
よ
り
ガ
!
ド
マ

f 

r-' 

ン
が
警
備

本年3月りっぱに竣工した中央小学校

教

育

行

政

に
つ
き
ま
し
て
は

冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
と
お
り
教
育

環
境
の
整
備
充
実
と
、
危
険
校
舎

の
解
消
に
つ
と
め
ま
す
。
そ
の
た

め
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
萱

瀬
、
三
城
、
西
大
村
小
学
校
の
校

舎
改
築
、
小
学
校
プ

l
ル
の
建
設

お
よ
び
、
幼
稚
園
遊
戯
室
の
新
築

工
事
を
計
画
し
、
更
に
補
助
見
通

し
を
得
て
、
新
規
事
業
の
推
進
を

は
か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

ま
た
、

学
校
教
材
の
充
実
を
は
か

る
こ
と
に
よ
り
、
父
兄
の
負
担
軽

減
措
置
を
講
じ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
次
に
、
教
職
員
の
宿
日

直
廃
止
措
置
と
し
て
、
小
学
校
六

校
、
中
学
校
三
校
に
つ
い
て
は
、

五
月
よ
り
ガ
ー
ド
マ
ン
に
よ
る
警

備
を
委
託
す
る
こ
と
と
し
て
、
教

師
本
来
の
職
務
に
恵
念
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
す
。
社
会
教
育
に

つ
き
ま
し
て
は
新
し
い
社
会
に
適

y， 

応
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

い
わ
ゆ
る
生
が
い
教
育
の
理
念
に

基
づ
く
教
育
を
展
開
し
、
多
彩
な

し
か
も
高
度
な
教
育
の
機
会
を
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
市
民
に
提
供

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ

の
た
め
社
会
教
育
の
指
導
陣
容
と

施
設
を
充
実
す
る
た
め
に
、
校
区

ご
と
に
指
導
員
安
配
置
い
た
し
ま

す
。
青
少
年
の
育
成
に
つ
い
て
は

留
守
家
族
の
増
大
や
、
社
会
環
境

の
悪
佑
な
ど
に
対
処
し
て
、
健
全

育
成
事
業
の
推
進
と
、
家
庭
教
育

の
普
及
を
は
か
る
と
共
に
、
青
少

年
団
体
の
育
成
に
努
力
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
体
育
館
を
建
設
し

て
ほ
し
い
と
の
強
い
要
望
が
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
度
は
そ
の
準
備

と
調
査
を
す
す
め
‘
四
十
六
年
度

に
は
建
設
す
べ

く
努
力
い
た
し
ま

す
.市

民

会

館

の
運
営
に

つ
き
ま

し
て
は
、
開
設
後
四
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
そ
の
利
用
度
も
増
加
し

て
参
り
ま
し
た

の
で
、
今
後
と
も

施
設
を
除
々
に
拡
充
し
、
市
民
の

文
化
向
上
に
貢
献
す
る
た
め
、
更

に
利
用
度
が
高
ま
る
よ
う
努
力
い

た
し
た
い
と
寄
じ
ま
す
。

消

防

行

政

に
つ
き
ま
し
て
は

最
近
交
通
量
の
激
増
に
よ
り
、
消

防
車
の
災
害
現
場
到
着
が
お
く
れ

四 1骨

初
期
消
火
の
効
果
を
妨
げ
て
お
り

ま
す
の
で
、

宮
小
路
に
消
防
署
の

出
張
所
を
新
設
し
、
市
北
部
地
域

の
消
防
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
に

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
.

さ
ら
に
、
交
通
事
故
等
の
際
、

同
時
に
多
く
の
被
害
者
が
出
る
こ

と
に
対
処
す
る
た
め
、
新
た
に
複

数
搬
送
可
能
な
救
急
車
を
購
入
し

人
命
救
助
に
万
全
を
期
し
た
い
と

存
じ
ま
す
.

市

民

相

談

室
に
つ
い
て
は

、

日
を
追
っ
て
利
用
度
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
気
軽

く
利
用
出
来
る
よ
う
部
屋
を
別
個

に
設
け
、
ま
す
ま
す
、
市
民
と
密

着
し
た
市
政
が
運
営
さ
れ
る
よ
う

充
実
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
事
業

に
つ

き
ま
し
で
は
、
本
年
も
ま
た
、
医

療
費
の
値
上
げ
に
よ
り
大
幅
な
給

付
費
の
支
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で、

適
正
な
給
付
行
政
を
行
な
い

財
政
的
に
健
全
な
運
営
を
す
す
め

る
こ
と
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

場 日 巡五
所 時 箇 月

市 ま十五 相の
役で時月 諮守
所 か 二一 ミ
才 ら 十 理

一午六 事
会後 目 前
議 三午 玄
室 時 前 νJ 
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ガ
ー
ル
・

ス
カ
ウ
ト
発
団
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主
口
を
め
ざ
し
て

日

昨
年
の
国
体
を
け
い
機
と
し
て

準
備
を
す
す
め
て
い
た、

ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
が
、
四
月
二
十
九
日
、

ガ
l
ル
・
ス
カ
ウ
ト
長
崎
県
第
七

団
の
認
定
を
う
け
、
市
民
会
館
で

来
賓
、
父
兄
、
及
び
、
佐
世
保
、

諌
早
、
小
浜
の
多
く
の
ス
カ
ウ
ト

た
ち
を
迎
え
、
発
団
式
を
行
な
い

ま
し
た
。
少
女
た
ち
一
人
一
人
が

制
服
の
胸
に
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
会

員
ピ
ン
を
つ
け
て
も
ら
い
、

誓
い

の
コ
ト
パ
を
言
っ
て
、

晴
れ
て
ガ

ー
ル

・
ス
カ
ウ
ト
の
一
員
と
な
り

市
内
の
小
学
五
年
生
か
ら
、
中
学

三
年
生
ま
で
の
四
十
名
の
少
女
た

ち
で
結
成
さ
れ
、
毎
週
一
回
の
集

会
を
行
な
い
将
来
少
女
が
、
立
派

な
公
民
と
な
れ
る
よ
う
に
「
や
く

そ
く
」
と

「
お
き
て
」
の
も
と
で

楽
し
い
活
動
を
つ
づ
け
て
お
り
ま

す。

おおむ市政だより(3) 

J 、

市民会館にて

第
十
四
子
供
大
会

ガール・スカウト発図式

友
か
ら
友
に
輪
に
な
っ
て

子
ど
も
の
日
を
祝
っ
て
、
毎
年

聞
か
れ
る
子
ど
も
大
会
は
、
第
十

回
を
む
か
え
市
民
会
館
に
お
い
て

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

は
、
市
内
各
地
か
ら
集
っ
た
子
ど

も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
う
ず
ま
り

合
唱
や
寸
劇
な
ど
の
出
し
も
の
に

ゃ
ん
や
の
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。

市
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

お
客
さ
ん
が
お
祝
い
に
み
え
、
市

長
さ
ん
か
ら
は
、
子
ど
も
会
旗
の

な
い
子
ど
も
会
へ
、
会
旗
が
贈
ら J. ) 市民会館にて

れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
「
大
村
市
子
ど
も
会

の
歌
」
が
発
表
さ
れ
、
作
曲
さ
れ

た
辻
先
生
に
よ
っ
て
歌
の
指
導
が

行
な
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き

な
声
が
会
場
内
に
ひ
び
き
わ
た
り

大
会
の
ふ
ん
囲
気
が
一
層
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。

実
践
活
動
の
発
表
を
中
岳
子
ど

も
会
が
行
な
い
、
優
秀
な
子
ど
も

会
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

大
会
の
運
営
は
、
子
ど
も
た
ち

が
主
体
と
な
っ
て
行
な
い
、
進
行

係
や
放
送
係
な
ど
、
み
ん
な
で
力

を
合
せ
る
と
立
派
に
出
来
ま
し
た

今
か
ら
も
市
内
の
子
ど
も
た
ち
は

連
絡
を
と
り
な
が
ら

「友
情
」

「奉

仕
」「
た
ん
練
」
を
柱
と
し
て
ま
す

ま
す
仲
よ
く
し
よ
う
と
誓
い
合
い

大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

子供大会における演芸会

水
道
工
事
は
許
可
を

受
け
て
か
ら

水
道
の
給
水
装
置
は
、
衛
生
的

見
地
か
ら
装
置
の
構
造
や
材
質
の

基
準
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

工
事
を
す
る
時
は
、
事
前
に
市
に

申
し
出
て
許
可
を
受
け
て
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
市
の
水
道
工
事
資
格
者
と
し
て

認
め
ら
れ
た
指
定
工
事
居
で
な
け

れ
ば
工
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

最
近
、
台
所
の
改
善
な
ど

1 ・f 2 

J
J1
‘
 で

瞬
間
湯
沸
器
や
温
水
器
を
取
り

付
け
る
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
が

こ
の
よ
う
な
工
事
も
水
道
管
と
接

合
す
る
と
き
は
、
必
ら
ず
正
規
の

手
続
き
を
し
て
無
届
工
事
や
無
資

格
者
の
工
事
が
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

水
道
事
業
の
管
理
者

に
田
中
二
郎
氏
就
任

大
村
市
水
道
事
業
の
管
理
者
と

し
て

の
職
務
は
.
こ
れ
ま
で
大
村

市
長
が
其
の
任
に
あ
た
っ
て
い
ま

し
た
が
、
五
月
一

日
付
を
も
っ
て

水
道
部
長
の
田
中
二
郎
氏
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
.

道
路
は
き
れ
い
に

畑
等
の
雑
草
を
道
路
ヘ
す
て
て

あ
る
の
を
よ
く
み
か
け
ま
す
が
こ

れ
は
人
、
車
な
ど
交
通
障
害
の
も

と
に
も
な
り
衛
生
的
に
も
色
々
問

題
が
起
り
ま
す
。

市
道
、
農
道
を
と
は
ず
道
路
は

市
民
皆
様
の
通
路
で
あ
り
ま
す
の

で
い
つ
も
き
れ
い
に
市
民
の
方
々

の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集

受
験
資
格
十
八
才
以
上
二
十
五
才

未
満
の
日
本
国
籍
の
男
子

志
願
の
手
続
志
願
票
が
市
民
課

窓
口
、
地
方
連
絡
部
(大
村
部
隊
)
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

マ
該
当
者
生
後
六
カ
月
ま
で
の

者
を
除
く
全
員
。

マ
禁
忌
者
心
臓
病
、
じ
ん
臓
病

脚
気
、
結
核
、
糖
尿
病
の
者
、
病

後
衰
弱
者
、
虚
弱
者
、
妊
産
婦
(

妊
娠
六
カ
月
ま
で
の
妊
婦
を
除
く

)
、
有
熱
者
、
胸
腺
淋
巴
体
質
者
そ

の
他
医
師
が
接
種
を
、
行
な
う
こ

と
が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病
に
か

か
っ
て
い
る
も
の
。

市政だより

5/26 

5/27 

2回

マ
接
種
目
数

初
回
免
疫
者
二
回
議
種

追
加
免
疫
者
一
回
接
種

マ
料
金
の
一
人
一
回
百
五
十

円
@
特
別
対
策
年
令
者
(
六
カ

月
以
上
中
学
生
ま
で
と
五
十
五
才

以
上
の
も
の
)
一
人
一
回
百
円

マ
料
金
免
除
者
特
別
対
策
年
令

者
で
四
十
四
年
度
の
市
県
民
税
額

が
、
均
等
割
以
下
の
世
帯
に
層
オ

る
も
の
、
生
活
保
護
世
帯
に
属
す

る
も
の
は
無
料
。
該
当
者
は
、
接

種
当
日
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書

ま
た
は
領
収
書
、
生
活
保
護
手
帳

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
幼
児
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

5/28 

5/29 

6/2 

611 

瀬出張所|

木小学校 |

民会館 1

松本町公民館 | 

重出張所 i

小路公民館 [ 

町公民館 !

役 所 |

大村小学校 l

立病院 |

原出張所 i
田出張所 |

浦幼稚園 i
訪公民館 |

まいずれも午後 2時"'3時30分まで

予防接 種 実 施 日 程 表

5/18 

5/19 

1回

5/20 

5/21 

5/22 

5/25 

市
有
不
用
物
件
を
公
売

公
売
物
件

普
通
貨
物
自
動
車
(
五
ト
ン
積
)

一
ム
口

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

入
札
と
開
札
の
日
時
、
場
所

五
月
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
午
前

十
一
時
ま
で

大
村
市
乾
馬
場
郷
二
四
六
!
五

土
木
課
車
庫
に
お
い
て

入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以
上
の
現

金当
日
は
印
か
ん
を
必
ら
ず
持
参
の

こ
と

固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
の
納
税
通
知

書
を
発
送

昭
和
四
十
五
年
度
固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
五

月
十
三
日
頃
発
送
い
た
し
ま
す
、

通
知
書
を
受
取
ら
れ
ま
し
た
ら
よ

く
お
確
め
の
う
え
。
お
わ
か
り
に

な
ら
な
い
こ
と
は
、
課
税
課
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。
本
年
の
固
定
資

産
税
方
一
期
分
の
納
期
限
が
六
足

一
日
と
な
っ
て
居
り
ま
す
が
芳
二

期
以
降
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り

で
す
。

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
も

六
月
一
日
で
す
。

婦
人
学
級
を
開
催

各
コ

l
ス
と
も
六
月
上
旬
よ
り

来
年
三
月
ま
で
行
な
い
ま
す
の
で

希
望
者
は
五
月
三
十
日
ま
で
に
、

地
区
婦
人
会
か
市
中
央
公
民
館
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い。

受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん

(料
理
コ

l
ス
)

A
組
毎
月
才
一
金
曜
日

B
組
毎
月
才
二
金
曜
日

(
消
費
生
活
コ
!
ス
)

毎
月
才
ス
一
月
曜
日

(
茶
道
コ
l
ス
)

B
組

毎
月
矛
二

、
四
水
曜
日

各
コ

l
ス
と
も

時
間
午
前
十
時
か
ら
二
時
間

会
場
大
村
市
中
央
公
民
館

(
洋
裁
コ

l
ス
)

毎
週
水
曜
日

会
場
滝
野
高
等
洋
裁
学
校

(北
部
童
目
コ

i
ス
)

毎
月
二
十
五
日

会
場
大
村
市
中
央
公
民
館

各
コ

l
ス
と
も

時
間
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
間

(
コ
ー
ラ
ス
コ
l
ス
)

A
組
毎
月
分
一
一
一
、
四
水
曜
日

会
場
乾
馬
場
郷
藤
井
宅

時
間
午
前
十
時
か
ら
二
時
間

B
組
毎
週
金
曜
日

会
場
大
村
市
中
央
公
民
館

時
間
午
後
七
時
か
ら
二
時
間

(茶
道
コ

l
ス
)

A
組
毎
月
才
二
、
四
金
曜
日

会
場
本
経
寺

時

間

午

前
十
時
か
ら
二
時
間

中
小
企
業

振
興
資
金
貸
付

付
受
付
締
切
五
月
三
十
日

口
融
資
金
額
最
高
百
万
円
ま
で

国
貸
付
利
率
日
歩
二
銭
、
別
に

信
用
保
証
料
と
し

て
三
厘
五
毛

1
四

厘

同
償
還
期
間運

転
資
金
一
年
以
内

設
備
資
金
二
年
以
内

田
申
込
先

商
工
会
議
所
及
び
市

内
各
金
融
機
関

大
村
航
空
隊
職
員
募
集

基
地
隊
管
理
班
営
繕
係
水
道
業
務

男
一
名

一
、
応
募
資
格

学
歴
・
:
工
業
高
等
学
校
(
機
械
科

等
)
卒
業
者
又
は
高
校
卒
業
者
で

機
械
又
は
水
道
に
多
少
経
験
の
あ

る
人

年
令
・
:
二
十
五
才
ま
で

二
、
応
募
希
望
者
は
写
真
(
縦
四

m
、
横
一
二
側

、
単
身
胸
か
ら
上
)

添
付
の
履
歴
書
一
部
を
締
切
日
ま

で
に
送
付
し
て
下
さ
い
。
又
、
別

に
上
記
写
真
二
枚
及
び
印
鑑
を
詰

験
日
に
準
備
し
て
下
さ
い
.

送
付
先
・
:
大
村
市
今
津
郷
無
番
地

大
村
航
空
隊
人
事
係
あ
て

三、

履
歴
書
締
切
日

，ζ 

昭
和
四
十
五
年
五
月
十
五
日

四
、
試
験
日
時

昭
和
四
十
五
年
五
月
十
八
日
、
八

時
三
十
分
か
ら
。
受
付
は
八
時
ま

で五
、
採
用
詰
験

午
前
、
筆
記
詰
験
、
身
体
検
査
午

後
、
心
理
適
性
検
査
、
個
人
面
接

食
品
販
売
業
者
の
登
録

と
赤
痢
検
便
実
施

一
、
登
録
対
象
業
者
1
次
の
食
品

を
販
売
し
て
い
る
者

的

魚
介
類
及
び
そ
の
加
工
品

M
W

乳
肉
製
品
1
は
つ
酵
乳
、
乳

酸
菌
飲
料
及
び
食
品
製
品
を
い
う

判

ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
同
豆

関
、
豆
寓
加
工
品
及
び
ご
ま
豆
町
内

同
弁
当
類
及
び
そ
う
菜
類
付
と

こ
ろ
で
ん

(
但
し
、
食
品
衛
生
法
に
よ
る
許

可
を
受
け
て
い
る
者
を
険
く
)

二
、
赤
痢
検
便
対
象
者
1
全
食
品

関
係
営
業
者
及
び
従
事
者

三
、
実
施
周
目
及
び
場
所

五
月
二
十
五
日

十
三
時
l
十
五
時
松
原
公
民
館

五
周
二
十
六
日

十
時
l
十

五

時

竹
松
出
張
所

五
月
三
十
七
日

1
1一
十
八
日

九
時
三
十
分
1
十
二
時

十
三
時
1
十
五
時
大
村
保
健
所

四
、
手
数
料
従
来
ど
お
り

E 
、‘

、¥"'，[


